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【組織の概要】 

組織設立   2019 年(平成 31 年) 

認定農用地  田…15,486a 畑…877a 合計…16,363a 

主要施設   水路…71.8km(開水路…56.5km パイプライン 15.3km) 

農道…4.2km ため池…８箇所 獣害柵… 0.7km 

構成団体   自治会(8)、小学校(1)、営農組合(2)、土地改良区(1)、賛助団体(1) 

委員     委員 20 名(内役員 10 名) 

 

【地域の紹介】 

  
 

私達が活動する多気郡多気町津田地域は多気町の北西部に位置し、櫛田川右岸に広がる農地で米、小

麦、大豆、伝統野菜の伊勢芋などの農業が営まれています。 

昔から各自治会主体の出合いで、農家・非農家関係なく地域住民参加による農地維持活動(水路掃除・

草刈、ため池の草刈など)が行われ継続されていますが、高齢化・過疎化による人員不足が今後懸念され、

地域の課題になっています。 

そのような問題解決のためにも、地域全体で考えていけるよう広域組織として平成 31 年に当会が設立

されました。 

活動開始から 2 期目 7 年目の活動を実施中です。 

多気の彩土里会
い ろ ど り か い

(多気町)
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【活動の紹介】 

(① 農地維持活動） 

   

毎年の恒例作業として、出合いにて地域資源の維持保全作業（水路・ため池の掃除、水路・ため池・農道の草刈な

ど）が行われ、台風や大雨による被害が発生した場合も出来る限り住民の協力により復旧作業を実施しています。 

（②資源向上-共同） 

  

   
地域内の小学校とは農業体験(お米作り、伊勢芋なども野菜作り)や自然体験学習に協力しています。 

遊休農地や使われなくなった農業用ため池を利用し蓮池や花畑として景観づくりを行い、若い世代に地域に興味

を持って活動に参加してもらえるよう地域内外へ募集し農業体験(さつまいも作り、米作り)なども実施しています。 

（③資源向上-長寿命化） 

   

各団体から申請のあった補修箇所は直営工事が困難な箇所以外は、当会内で組織された色々な経験を持つ人員が

登録する「作業隊」と住民が協力し直営工事で補修を実施しています。 

上の写真で「水路法面補修（災害）」以外は全て直営工事です。 

各団体より補修申請があった箇所を役員で現地

確認し、作業隊長が申請箇所を測量し補修案を作

成、それを基に役員会で実施箇所や補修方法を検

討しています。 
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事 務 局 か ら の お 知 ら せ 
 

令和７年度から交付金の加算措置が拡充されます 

多面的機能支払第３期対策では、人口減少や高齢化に伴った組織体制の強化への支援や、前年度まで環境

保全型農業直接支払で行っていた支援が多面的機能支払に移管され、新たな加算措置として追加されまし

た。 

 

※化学肥料・化学合成農薬の原則５割減の目安は、 

『「特別栽培農産物に係る表示ガイドライン」における三重県慣行レベル』を参照。 

多面的機能の更なる増進を図る活動に新たに２つの項目が追加されました。  

増進加算の対象活動 

上記で紹介しました「みど

り加算」とは異なり、化学

肥料・化学合成農薬の約５

割減や、年度更新ごとの面

積の拡大などの要件はあ

りません。 
 

※今回追加された加算措置は営農に関係する部分も多く、地域の担い手さんの合意が必要な場合もありま

す。もし、新たな加算措置に興味がありましたら、担い手さん・組合員さんと話し合っていただくと共

に、市町の多面担当者へ相談のうえ、地域で実践するか検討してください。 
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令和 7 年度以降に活動を開始する資源向上支払(長寿命化)に取組む組織（広域活動組織も含む）で直営施

工を実施しない場合においては、資源向上支払(長寿命化)の基本単価に５/６を乗じた単価が適応となりま

す。ただし一部でも直営施工を実施していればこれまで通りの交付単価となります。 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重県農地・水・環境保全向上対策協議会のホームページへ令和 7 年度の各種様式、あら

まし等のパンフレットをアップロードしましたので、今後の活動にご活用下さい。 

活動組織の情報(代表者名や書類の郵送先等)に変更等が生じた場合は各市町への報告と

併せて、当会へもご一報いただきますようご協力をお願いします。 
 

 

事務局では、日頃の皆様の活動を「たより」に紹介しますので、紹介を希望される 

活動組織の方はどんどん投稿して下さい。 

         投稿先  〒５１４－０００６  津市広明町３３０番地  

三重県農地・水・環境保全向上対策協議会 

 ＴＥＬ ０５９－２２６－４８２5  

ＦＡＸ ０５９－２２５－７３３２ 

 
 

 

資源向上支払(長寿命化)の基本単価適応要件が一部見直されました 

環境負荷低減のクロスコンプライアンス（みどりチェック）シートの

提出が必須要件となります 

令和７年度から、チェックシート方式による環境負荷低減の取組の実践が要件化されます。 

これにより全ての活動組織が「環境負荷低減のチェックシート」に取り組む内容を記入して、各市町に提

出する必要があります 

 
チェックシートの見本 

R7 から試行的に実施され、本格的な運用は

R9 からを予定しています。 

 

活動組織の情報について 

令和 7 年度の各種様式等について 


